
令和５年 10月 12日 虹の家事業所だより

「強みを活かして！」
（幸せをめざして PART 42）
所 長 小 野 真

車いすテニスの国枝慎吾選手が、世界ランキング 1 位のまま現役を引退
しました。新たな後継者である小田凱人（おだときと）選手が誕生し、再
び日本人が世界 1 位の座に輝きました。

2023 年 6 月に閉幕した全仏オープンの車いす男子シングルスで、小田凱
人選手が初優勝を果たしました。なんと 17 歳 33 日での優勝は、 4 大大会最
年少記録として刻まれることとなりました。
小田選手は 9 歳の時に骨肉腫を発症し、左足が不自由になり、大好きな

サッカーを諦めざるを得ませんでした。しかし、 2012 年ロンドン・パラリ
ンピックで国枝選手が金メダルに輝く映像に魅了され、テニスを選択した
そうです。
小田選手は、病気を乗り越えることで障害を克服し、その経験をポジテ

ィブに捉えています。インタビューでは、「何か一つ頑張ることができれ
ば病気が武器に変わる」と述べ、自身の経験を共有し、他の病気に冒され
た子供たちにも希望を与えたいと語っています。
障がいは、しばしばハンディキャップと見なされ、否定的な要素として

考えられがちです。
しかし、小田選手は障がいを自らの武器として捉え、強い意志を持ち、

その意志が障がいを乗り越え、逆に自身の目標達成の原動力となっていま
す。利用者の皆様も、仕事や生活で目標を設定し、その達成に向けて取り
組んでいます。つまずきを乗り越えて行くプロセス中で成長していきます。
そこで意志力や精神的な強さが鍛えられます。そして、達成したときの経
験は、大きな自信につながります。
虹の家では、利用者と職員がお互いを尊重し、利用者の強みを活かして

日々を過ごせるような環境を築いていくことを目指しています。
小田選手のような存在が、励みとなり、新たな希望を生みだしてくれま

す。

な な い ろ

令和５年度 前期終業の会を行いました。

前期 135日出勤した皆勤賞の皆さんです。
✰ ✰ ✰五百川和広さん 五十嵐千春さん 布施 晃さん

✰ ✰ ✰石井 慶太さん 石山 穂さん 杉田 一義さん

✰ ✰ ✰髙橋 一男さん 髙橋 秀明さん 渡邊 悌二さん



虹の家・すばるワークセンター・ふれ愛しうんじ・ハートワーク高浜・クラレ作業所で

働く利用者の皆さんがレクリエーション等を通じて交流し、親睦を深めることを目指して

います。

☆日時： 令和５年10月17日（火）10時～14時30分
☆会場： ふれすぽ胎内（胎内市総合体育館）

※会場にお越しの際は、２階観客席での応援をお願い致します。
その際、内履きの履き替えが必要です。外履きを入れる袋をお持ち下さい。

【利用者の皆さんの持ち物】

・内履き・動きやすい服装・着替え（必要な人）：飲み物（栓ができるものとし

ペットボトル、水筒、キャップ付きの缶飲料）・ハンカチ・ティッシュ・薬(必要な人)

・靴入れ袋（下駄箱を使用しないため）・カバン

４事業所交流会の応援にお越し下さい。


